
7．　プレートの形状と運動

①プレートの形状

　フィリピン海プレートの沈み込みに伴う地震面のモデルは複数提出されている。ここではそれ

らを個々に示す。気象庁の震源データに基づき，溝上（1977）は西日本全域についてのコンター

をまとめた。同様に，宇津（1980）は，日本列島全域の図の中に九州の深発地震面も含めた。微

小地震観測網のデータを用いた結果は，中部地方については山崎・大井田（1985），近畿地方に

ついてはWatanabe＆Maeda（1990），紀伊半島についてはMizoue　et　al.（1983），四国については

木村・岡野（1994），九州については，北部地域が三浦・ほか（1991），桜島付近およびその南

部については加茂・ほか（1990）によりまとめられている。一方，山崎・大井田（1985）はそれ

までのデータをもとに，西日本の地震面のコンターをまとめている。九州全域の微小地震データ

を基にした地震面の報告はまだないが，本資料集の宮崎観測所，九州大学・鹿児島大学の震源分

布から読み取れよう。

　地震面（深発地震面）の形状については，各報告の間で大きなくい違いは見られないが，細部

にわたってはいくつか異なる点もある。中部地方から近畿地方へのつながりは，大井田・山崎

（1985）の場合，東海地方でかなり大きく屈曲し，紀伊半島の下の地震面とは不連続につながる。

Hori　et　al．（1985）は，後続波を用いて海洋プレートが琵琶湖の下までもぐり込んでいると考え

ている。四国の地震面は，岡野・ほか（1985）により，プレート上面ではなく，マントル上部の

地震面と解釈されている。

②プレート運動

　地震のスリップベクトル等を用いてSeno（1977）がプレート運動を求めており，最近改訂値を

報告している（Seno．1993）。実測値としては，GPSとVLBIを用いて東海地方（名大）と沖縄

（京大防災研）での観測が行われた。これらをまとめると，紀伊半島・四国付近では5cm／y，

沖縄では7cm／y程度のプレートの相対速度が求められる。このほか下里におけるSLRの測定か

ら，下里とヨーロッパ，米国西海岸オーストラリア間の相対変化が求められている。国土地理院

によるGPS連点の位置観測が92年4月より4点で行われているが，そのうち，筑波（ＴＳＵ）に対

しては，鹿屋（ＫＮＴ）はSE方向へ2cm，父島（ＣＣＪ）はNW方向へ4cmの相対速度が求められて

おり，この結果フィリピン海プレートの移動速度は6cm／yとなる。この値は上記の沖縄での

GPS観測結果とほぼ一致する。最近の台湾におけるGPS観測から，Lanshu島と本島との間で

7.2cm／y短縮が検出されており（余水倍・ほか，1993），日本の測定と一致していることがわか

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［安藤雅孝］
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図Ⅰ－7－1　気象庁データに基づく地殻下地震の深さ分布（溝上，1977）。

150 玉3～ 138

げ
　O

o

　km
1擁叛、

『

b
　
　
・

’

　　　ρ

穂　　　　　　　，

　　　　　　　■

　　　　　　　戸

　　　　　　　4

．4

，’，一　グ1’
　　　、　　　恥ノ　‘

！ン・　　　　　　　’

㌦博ぽ
　
　
　
　
’
　
　
　
　 欄

シ縛

嬰

40．二’ノF　　　そ

20女｝”qN
　　、　　、　　　一　　　　、　　　　　、　　　　　、、
　　　　　　、
　　　　　　、
　　b　　　　　、

　　8　　　　　ε
　”　0　　　　4G
　　　6　　　　　4勿，

　　　　　　　　　　　≧
ぜ

　　ノ
鏑

’
　　，”
　〃”
　〃〃
　’’”

痂
●

　　！　！　！㌔！

！⑳v1φ’

　　　　嬉副バ

　　　G“
　O￥〉
～阜

、

！欝

KH

／

142

『6

ス2

3D

図Ⅰ－7－2　フィリピン海プレート沈み込みに伴う地殻下地震の深さ分布。それまでに報告の
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